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自己評価項目

評
価
結
果

問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者
備　　考

(必要な予算
等)

B

個別対応の児童が多
く、各職員の技術の
差もあり早期の対処
が難しい。また職員
の休暇の確保が難し
くなり、土曜の営業
が出来ていない。

職員の採用を急ぐと
共に、育成とスキル
アップを図ってい
る。来年度前半まで
には土曜日を営業で
きるように目指して
いる。

1年間 吉田

・職員のスキ
ルアップの為
の研修費用
・保護者会等
の交流会の為
の費用

11
地域との交流

C
地域の学童や児童館
との交流を行えてい
ない。

知らない人との交流
が難しい児童が多
く、現状すぐ対応は
難しい。今は系列の
他事業所との交流機
会を活用して、少し
づつ顔なじみの職員
や人を増やしてい
る。引き続き実施
し、今後は保護者に
も交流活動を行って
いることを知って頂
けるように、連絡帳
やSNSを使って発信し
ていく。

1年間 吉田

14
家族支援

B

個別対応の支援の
為、実施状況が周
知、認識されていな
い。また研修会など
の情報提供は出来て
いない。

職員の相談技術の育
成とスキルアップを
保護者に周知する。
また、保護者自身の
子育て対応力を育ん
でいけるような研修
会の情報提供を行
う。

1年間 吉田

C

保護者同士の交流の
機会を設けられてい
ない。また職員のノ
ウハウがない。

両親とも就労してい
る為、無理のない形
で保護者同士が顔を
合わせる場を設ける
ようにする。（お祭
りイベントのような
もの）その時職員が
必要に応じて関わり
を持つことで自然な
交流を配慮する。

1年間 吉田

２
職員の配置数は適切
であると思うか
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18
保護者同士の交流


